



















































































































































































ち、15 年以上が 34 名、10 ～ 14 年が 18 名、５～９年が





























































Ａ 15（68.2%）  7（31.8%） 0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%）  22（100%）
Ｂ 24（70.6%）  6（17.6%） 3（8.8%） 1（2.9%） 0（0.0%）  34（100%）
Ｃ 14（77.8%）  3（16.7%） 1（5.6%） 0（0.0%） 0（0.0%）  18（100%）
Ｄ 24（70.6%）  9（26.5%） 1（2.9%） 0（0.0%） 0（0.0%）  34（100%）
合計 77（71.3%） 25（23.1%） 5（4.7%） 1（0.9%） 0（0.0%） 108（100%）
２歳児クラスのままごと遊びにおける保育者の応答的関わりの一考察












































Ａ 12（54.5%） 10（45.5%） 0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%）  22（100%）
Ｂ 22（64.7%） 12（35.3%） 0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%）  34（100%）
Ｃ 18（100%）  0（ 0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%）  18（100%）
Ｄ 28（82.4%）  5（14.7%） 1（2.9%） 0（0.0%） 0（0.0%）  34（100%）








Ａ  9（40.9％）  9（40.9%）  3（13.6%） 1（ 4.5%） 0（0.0%）  22（100%）
Ｂ 12（35.3％） 13（38.2%）  5（14.7%） 4（11.8%） 0（0.0%）  34（100%）
Ｃ 11（61.1％）  5（27.8%）  1（ 5.6%） 0（ 0.0%） 1（5.6%）  18（100%）
Ｄ 11（32.4%） 11（32.4%）  9（26.5%） 3（ 8.8%） 0（0.0%）  34（100%）








Ａ 15（68.1%）  6（27.2%）  1（ 4.5%） 0（0.0%） 0（0.0%）  22（100%）
Ｂ 19（55.9%） 10（29.4%）  5（14.7%） 0（0.0%） 0（0.0%）  34（100%）
Ｃ 13（72.2%）  3（16.7%）  2（11.1%） 0（0.0%） 0（0.0%）  18（100%）
Ｄ 18（53.0%） 11（32.4%）  5（14.7%） 0（0.0%） 0（0.0%）  34（100%）
合計 65（60.2%） 30（27.8%） 13（12.0%） 0（0.0%） 0（0.0%） 108（100%）
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う思う」が最も高く、Ｂ群 18 人（52.9％）、Ｃ群 12 人














































Ａ  8（36.4%） 13（59.1%） 1（ 4.5%） 0（0.0%） 0（0.0%）  22（100%）
Ｂ 18（52.9%） 10（29.4%） 4（11.8%） 2（5.9%） 0（0.0%）  34（100%）
Ｃ 12（66.7%）  6（33.3%） 0（ 0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%）  18（100%）
Ｄ 20（58.8%） 14（41.2%） 0（ 0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%）  34（100%）








Ａ 14（63.6%）  8（36.4%）  0（ 0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%）  22（100%）
Ｂ 18（53.0%） 13（38.2%）  1（ 2.9%） 2（5.9%） 0（0.0%）  34（100%）
Ｃ 12（66.6%）  3（16.7%）  3（16.7%） 0（0.0%） 0（0.0%）  18（100%）
Ｄ 17（50.0%）  9（26.5%）  8（23.5%） 0（0.0%） 0（0.0%）  34（100%）
合計 61（56.5%） 33（30.6%） 12（11.0%） 2（1.9%） 0（0.0%） 108（100%）
２歳児クラスのままごと遊びにおける保育者の応答的関わりの一考察















































リー※ 回答 １～４年 ５～９年 10 ～ 14 年 15 年以上 合計 　コード
ａ
①　子ども同士のやりとりを見守る 0 0 2 7 5.5%（ 9） ａ－①
②　 玩具の取り合いや投げたりしないよう、喧嘩
にならないよう見守る 2 1 1 0 2.5%（ 4） ａ－②
③　 一人遊びをしている子は、遊び方を見守る 1 0 0 3 2.5%（ 4） ａ－③
④　 平等に玩具が使えるよう見守る 1 0 0 0 0.6%（ 1） ａ－④
⑤　 集中して遊び込めるように見守る 0 2 3 0 3.1%（ 5） ａ－⑤
⑥　 相手の気持ちに気付けるような言葉がけをする 0 0 0 1 0.6%（ 1） ａ－⑥
⑦　 子どもの困った場面で言葉掛けをする 0 2 1 0 1.8%（ 3） ａ－⑦
⑧　 一人ひとりが役割を持てるような配慮を行う 0 0 0 2 1.2%（ 2） ａ－⑧
⑨　 次の遊びにつながるように言葉掛けをする 1 0 1 0 1.2%（ 2） ａ－⑨
⑩　 友達と関わりをもって遊べるように言葉掛け
をする 1 8 3 1 8.0%（13） ａ－⑩
⑪　 日常生活での言葉を多く取り入れていく 1 0 0 0 0.6%（ 1） ａ－⑪
⑫　 食材などの名前を言葉で伝える 1 1 1 1 2.5%（ 4） ａ－⑫
⑬　 道具の使い方・役割を正しく使えるように見
せたり言葉掛けをする 3 2 0 0 3.1%（ 5） ａ－⑬
⑭　 遊び方に変化をつける 0 1 0 0 0.6%（ 1） ａ－⑭
⑮　 友達と関わりをもって遊べるように仲立ちに
入る 1 0 3 2 3.7%（ 6） ａ－⑮
⑯　 保育士が手本を見せるようにする 1 0 0 1 1.2%（ 2） ａ－⑯
⑰　 遊びの想像・発想を共有し、広げたり意欲が
もてるような言葉掛けをする 0 3 1 2 3.7%（ 6） ａ－⑰
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リー※ 回答 １～４年 ５～９年 10 ～ 14 年 15 年以上 合計 　コード
ｂ
①　 子どもの疑問に柔軟に答える 0 1 0 3 2.5%（ 4） ｂ－①
②　 子どものイメージを否定しない 1 0 0 0 0.6%（ 1） ｂ－②
③　 子どもの思いや伝えたいことを代弁する 2 3 0 1 3.7%（ 6） ｂ－③
④　 遊びを通して子どもの成長を見ていく 0 0 0 1 0.6%（ 1） ｂ－④
⑤　 子どもがイメージしているものを理解・共感
する 1 1 3 1 3.7%（ 6） ｂ－⑤
Ｃ
①　 子どもに合わせた応答的なやりとりをする 0 0 0 5 3.1%（ 5） ｃ－①
②　 保育士も遊びに入り込む 0 2 1 5 4.9%（ 8） ｃ－②
③　 言葉でのやりとりを増やし、発達を促す 1 2 5 6 8.6%（14） ｃ－③
④　 日常生活の延長線上になるような遊びの展開 0 0 2 2 2.5%（ 4） ｃ－④
⑤　 役に入り込めるような関わりをする 0 2 0 0 1.2%（ 2） ｃ－⑤
⑥　 子どもの成長につながるような関わりをする 0 0 0 1 0.6%（ 1） ｃ－⑥
⑦　 遊びの展開が広がるように配慮する 2 5 0 4 6.7%（11） ｃ－⑦

































































































































































































































































































































































Ｂ保育者 次の遊びにつながるように言葉掛けをする（ａ－⑨）  9.6%（３）
※斜体の項目は、両保育者の同一回答のものとする。
２歳児クラスのままごと遊びにおける保育者の応答的関わりの一考察














































































































A Study on the Responsive Relationship of Nursery Teachers  
in the Playing Setting of a 2-year-old Class
Tomoko Tamagawa
Chihaya Akasaka Welfare Association Uehonmachi Genki Gakuen
　In this study, the relationship between children and nursery teachers shall be discussed through 
observation of the practice of childcare in the two-year-old class. Research has been conducted on 
how children interact with children and how they should be, but there is little research on infancy. 
In addition, although the meaning and the role of the play are done on the development, there are 
still few things through the practice. As stated in the Nursery School Guidelines revised in 2018, 
it is important to have a response to children in childcare. However, on the other hand, there is a 
problem that the balance of responsiveness is left to each nursery teacher. Even if it is said in one 
word that it is related to the child and the nursery teacher in response, it is hard to see, and the 
definition is not possible to lump it together. Especially, it is necessary for the child to be involved 
in the relation of the infancy while corresponding individually. It is necessary to consider that the 
child becomes the subject and play is developed though it is possible to say that it is a typical 
play in the garden life. In play, we examine how children’s “now” and the “now” of the nursery 
teacher communicate with each other from the same point of view and resonate with each other 
in the same enjoyment. As a premise, the child understanding of each nursery teacher, the way 
of thinking of the child, and the working environment were strongly reflected, and the depth of 
the child understanding was considered in other words. In the nursery, we will explore how the 
nursery teachers perceive and engage in play. 
Key words：2-year-olds class, Playing house, Relationship of nursery teachers
